





































































録を受けた者は上等の部 183人，下等の部 959人おり（注 2），彼らの居留
地の分布状況を調べてみると，上等部の約 4割（約 80人）と下等部の 6割








年次 清国人 諸外 外国人国人 総数
明治7年 1,290 1,121 2,411 年次別清国人数
明治8年 1,300 1,196 2,496 
明治9年 1,231 1,196 2,427 
明治10年 1,142 1,262 2,404 
明治 11年 1,851 1,234 3,085 
明治 12年 2,245 1,381 3,626 
明治 13年 2,505 1,432 3,937 
明治 14年 2,334 1,439 3,773 
明治 15年 2,154 1,358 3,512 
明治 16年 3,363 1,279 4,642 
明治17年 2,471 1,217 3,688 
明治18年 2,499 1,254 3,753 
明治19年 2,573 1,331 3,904 
明治20年 2,359 1,478 3,837 2.oao 
明治21年 2,981 1,513 4,494 
明治22年 3,010 1,552 4,562 
明治23年 3,004 1,597 4,601 
1 oao
明治24年 3,348 1,585 4,933 
明治25年 3,339 1,590 4,929 
明治26年 3,325 1,621 4,946 抑制~；~／／｝，府議機数
明治27年 1,173 1,631 2,804 
明治28年 1,808 1,724 3,532 
明治29年 2,268 1,832 4,100 
明治30年 2,743 1,985 4,72泡
明治31年 3,284 2,085 5,369 


















































いたのに対し，南京町での 8月7日現在の患者数は 74人，死亡者は 47人
と少なかった。その理由として，清国人が生水を飲まないことや食事の慣
習の違いであると説明している（明治 19年8月11日付）。また，清国人の


























































































明治5年 l件 明治15年 I件 明治20年 3件
明治7年 I件 明治16年 12件 明治21年 4件
明治10年 3件 （長崎阿片事件10) 明治22年 lf牛
明治11年 4件 明治17年 2件 明治23年 6f牛
（英国人2) （長崎阿片事件2) （米国人3)
明治12年 15件 明治18年 2件 明治24年 1件
明治13年 1件 明治19年 3件 明治25年 1件



































































































































































































治明r明台t七明台治明治九明 明治十 明治十 明治十 治十明 明治十 明治十 治十明 治十明 明治十 明治十 治明 治明 治明 治明 明治 明治 明治 明治 明治 計
五 ノ、 }¥. 
年 年 年 年 年 年 四年五年
ム
七年 年人 九年 年十 十 十 十 十 十 十 七十年
十
年 年 年 年 四年五年 年 ノ年¥. 年 年 年
阿片 1 。1 。。3 2 7 1 3 1 4 。1 1 。2 1 2 1 0 。1 。32 
小児売買 。。。。。1 。。。。。2 。。1 。1 1 2 。5 2 。。15 
賭博 。。。1 。。1 2 2 。1 。。。。2 2 。。1 。2 。。14 
偽売り 。。。。。。。3 。1 。。。。2 。1 1 。。。。1 。9 
窃盗 。。1 2 2 2 。。1 。。1 。。1 。。I （〕 。。。。。。10 

















明治8年 1,192 108 
明治9年 1,231 不祥 横浜叫膏－ ~ 
明治10年 1,030 112 
明治11年 1,609 242 
明治12年 1,937 308 
明治13年 2,172 333 
明治14年 1,927 407 
明治15年 1,682 472 
明治16年 2,743 620 
明治17年 1,870 601 
明治18年 1,830 669 
明治19年 1,883 690 
明治20年 l,730 629 
明治21年 2,188 793 
明治22年 2,241 769 
明治23年 3,004 不祥
明治24年 2,360 988 
明治25年 2,2日'19 1,050 
明治26年 2,373 952 
明治27年 962 211 
明治28年 1,343 465 













































































































の集団帰国は，明治 27年 7月中旬から始まり， 9月には人口の半分に減少
した。しかし，明治 27年の 12月上旬から再渡来してくる清国人が増えは
じめた。続々と日本に帰国してきた理由には，清国における暴動と経済の





























































注 1 『横浜市史』（第三巻下）第 4章横浜居留地の中国人横浜市昭和 38年
p.862 
注2 『神奈川県史料』第7巻外務部2横浜市昭和46年 p.315-379
注3 『横浜市史稿・風俗編』横浜市 1933年 p.577明治7年－8年頃現在の 140
番地付近に建立され、明治19年と 24年に大改築されている。
横浜居留地の清国人の様相と社会的地位 237 
注4 『横浜繁昌記』明治 36年横浜新報社＜復刻版＞よこれき双書第 17巻
郷土研究会平成9年 p.129
注5 『横浜毎日新聞J明治20年9月30日付
注6 前掲『神奈川県史料J第7巻 p.315-317
注7 吉見周子「小児人身売買と海外醜業婦の実態一明治期の新聞を中心に一」
『郷土神奈川.J22昭和6？年
注8 前掲『横浜市史.I（第三巻下）第4章横浜居留地の中国人 p.893
1主9 『横浜毎日新聞』明治12年6月26日付
注目『横浜市史稿』産業編横浜市昭和7年 p.89
注11ハルトレー事件については加藤祐三「アヘン密輸ハートリー事件」（『横浜
居留地と異文化交流』）横浜開港資料館録横浜留地研究会 1996に詳しい
注12『旅寓日本華商声明在日被欺情形案』（「総署清梢案録」）台北中央研究院近
代史研究所所蔵光緒元年明治9年（1876)
注目『日本外交文書』第11巻阿片禁畑違反者処分の件 p.248-249
注14『横浜毎日新聞J明治 16年9月30日付
注目『横浜毎日新聞』明治 16年10月2日， 3日付
注目『日本外交文書』第20巻日清修好条規通商章程改正に関する件 p.155
注17葉明城「横浜＜大同学校＞創立考（17）」『横浜華僑通訊』第254号 1995年
注18細野浩二「近代中国留日学生史の起点とその周辺」（『史滴J第 12号）早稲
回大学東洋史懇談会 1991年
注19岩壁義光「日清戦争と居留地清国人問題一明治 27年「勅令第百三十七号」
と横浜居留地一」『法政史学』第36号昭和 59年 p.68
